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･TPPが日本の医療に何をもたらすか？

｡2012新年に向けて

.あついぜ！ふじさわECO2祭り2011開催

,ﾀｹﾀﾞ遺伝子組み換え生物等不適切使用に抗議文’’ ’
ｰ~ TPPが日本の医療に何をもたらすか？ 一‐

TPPに参加する動きば、経済界から強くだされ、それに呼応している野田政権は言葉を巧みに操りながら国

民をたぶらかし、参熊準備を着々と進めている。

その一分野である淫P塁医療はアメリカ経済を規範にした民間型医療とその関連産業の発展の姿である。日

本の公的医療を縮小し、自費診療を拡大､混合診療をみとめ、株式会社参入を解禁などであり、最後淀は公的

医療制度を解体し、民間型医療保険制度を主軸とし、低所得者獄公費医療で扱うが財源は消費税で賄うビジョ

ンである。

すでに十数年ほど前から日本の生命保険会社大企業などが合同の組織を作り、アメリカ型TPP医療を目指

して、日本政府に圧力をかげている。TPPには、いったん金融施策を決めると後退と抜け出しが窪来ない仕組

みが作られていて、大金融資本のわが世となる。

現在までに保険診療制度は縮小幌険外し）と頭打ち政策（まるめ）を続けてきた。入院ベッド、食費は別

途徴収、差額ベッド導入、入院診療の日数制限と患者追い畿し、リハビリ日数制限などのように、入院医療髄

度は保険外しによって患者負担の大幅増加、病院経営には診療内容制限診療報酬頭打ちをしてきたため病院

崩壊現象が社会化した濁すで臆実質入院負担割合は40％を超えている。大病院でばアメリカ型の病名ごとの

包括払騒砿S(薬、検査などの包括）が普通になり、診療報酬の頭打ちがほぼ完成し、政府のさじ加減で医療

費はどうにでもなるように変貌している。外来診療は血液検査項目まるめ、多剤投与制限、同月2回目のCT

検査などの割引、診療所では薬価差の実質消失、消費税が上がればマイナスとな墨。コンピューター世界を医

療界に導入して、政府の思いのままに保険診療を操る計画ば現実になろうとし、診療情報は生命保険会社に流

れるよう莚している。近年は診療報醜改定のたびに漢方薬、シップ、風邪薬など町の薬局店で買える薬などは

全て保険外しにして、さらには、車の保険と同じ仕組みの免責制にして、生命保険会社に入らないと安心して

病院にかかれない環境づくりの圧力が強まっている。これらの動

きはTPP型医療の先取りである。低所得者は保険料を払っても高

額な検査と薬の窓口負担が心配で受診控えがある｡会社の保険料

負担を免れる派遣労、さらにば医療を全額消費税で賄う国民負担

の大幅増加の圧力を黙ったままにしておけない。

『患者の窓口負担ゼロl、政癖と大会社の保険料負担を大幅に

アップし、医療費の国民負担を30％におさえる安心医療の実現

を対置し、日本経済の巨額の内部留保に税金をかけて、社会に放

出させる施策が日本の救出になると確信する。

島～－－－ （医師野本哲夫）
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